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PSIエボラウイルス病（EVD）介入戦略 
 

概要報告の目的：  

 EB-148に、関連する取り組みと活動について報告する 

関連： 

 PSIエボラウィルス病介入戦略 2014 

背景：2014年に西アフリカを襲ったエボラウイルス病（EVD）が最悪の事態を引き起こした

ことを受け、PSI は介入戦略をスタートさせた。目的は、労働組合がより良い労働条件を求

めるロビー活動を展開し、公的医療の改善を推進できるよう、組合を強化することにある。

介入戦略は PSI援助基金が支援した。この基金は、2014年、一連の資金集めにより増大して

いる。 

議論：EVD の状況は 2015 年に安定し、発生国における大規模な介入と、外部の支援によ

り、大幅な収束を見せた。2016年 3月末までの期間に、EVDによる死者として記録された数

は 11,000人を超え、そのうち 500人以上が医療従事者、医療関係者であった。記録されてい

ない事例も多いと思われる。  

 

2014～2015 年は、シエラレオネ、ギニア、リベリアの危機に対処するために 10 万人を越え

るヘルスケアワーカーとソーシャルサービスワーカーが投入され、蔓延国の人材不足の深刻

さが露呈された。こうした労働の多くが、不安定な性質を持つもので、国が投じた労働者よ

りも、NGOや民間事業者によるものが多かった。  

 

2015 年、PSI はガーナのアクラに、6 月はじめよりエボラ対応コーディネーターを任命し

た。PSI アフリカ・アラブ地域事務所と共に、アクションプランを作成し、各国に担当者を

置いた。最も被害を多かった 3 か国が集まり、アクラで最初の協議会を行った（これ以前

は、3か国からの渡航は不可能だった）。 

 

地域戦略に幅広い助言が得られ、全国規模のアクションプラン策定の可能性が浮上したこと

をうけ、協議会に参加した組合から、各国を対象とした全国的なアクションプランと予算案

を作成する要請があった。 

 

このプロセスは最も被害の多かった 3 か国で続けられているが、他に参加したガーナとナイ

ジェリアの 2 か国のヘルスサービス組合も、西アフリカ保健部門組合ネットワーク

（WAHSUN）の中で戦略を積極的に支持している。 

 

2015年、国際的なロビー活動が、EVDをめぐる PSIの活動で重要な役割を果たした。  

 

PSIは7月、ニューヨークにてエボラに関する国連ハイレベル会議に参加することができた。

会議には 4 名で構成された代表団が参加した。PSI は専門会議イベントで発言枠を確保し、

ヘルスワーカーの保護と権利に関する声明を会議の対話に盛り込むことができた。PSIは ILO

と共に、社会的保護の問題に取り組み、オランダ政府およびスウェーデン政府と共に、発生

国政府代表をロビーすることができた。 

 

10 月、PSI は SEIU の支援のもと、リベリア、ガーナ、シエラレオネのヘルスワーカー代表

団をアメリカに派遣し、援助に関する問題についてワシントン DC でロビー活動を行った。

この活動の一環として世銀、USAID、連邦公衆衛生総監、米国議会代表者との会合を行っ



た。代表団はエボラの蔓延と治療に関わったニューヨークとロサンゼルスのヘルスワーカー

労働組合とも会合した。  

 

PSIは 11月、国連事務総長エボラ特使と会合し、ヘルスワーカーの労働組合権確保に向けて

ロビーを行った。  

 

2015 年の PSI の EVD 関連活動の成果もあり、PSI のローザ・パヴァネリ書記長は世界保健

機関の保健医療労働と経済成長に関するハイレベル委員会に任命された。 

 

2015 年を通じて、西アフリカのヘルスワーカー組合に、インターネットによる情報提供が拡

大した。2015年 11月に開かれた第 2回小地域エボラ会議は、WAHSUNの支援のもと、ヘル

スワーカー組合がエボラとの戦いや、医療体制の質的な工夫、人間らしい労働条件、社会保

障に関する情報と体験を共有する重要なイベントとなった。 

 

最後に、リベリアでは、公共部門で労働者が労働組合を結成する権利が認められていない。

PSI は ILO を通じた結社の自由侵害の申し立てと、この問題に関する加盟組合の活動を支援

している。 

 

EVD に関する PSI の取り組みは、UNISON（イギリス）、Kommunal（スウェーデン）、
SEIU（米国）、自治労（日本）、FNV公共部門（オランダ）など多くの加盟組合からの寛大
な寄付に支えられた PSI援助基金で行われている。 

予算面：2015/2016 年度予算案のとおり。PSI の EVD 関連の取り組みは、プロジェクトと

PSI援助基金を通じた支援が得られている。 

次のステップ：  

 PSIの EVD労働組合介入戦略を、引き続き実施する 

 11月に、WAHSUNと共に戦略の評価と見直しを行う 

 北米および欧州の加盟組合と引き続き協力して、影響力を持つ援助組織のロビーを行う 

EB-148に対し以下を勧告する。: 

1. 本報告に留意する。 
はい / いいえ 

関連文書：  

 http://www.world-psi.org/en/psi-ebola-virus-disease-evd-intervention-strategy-2014-16 

 


